
（別紙３）

～ 2026年　5月　1日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今の状態を維持しながら、複数の提案が可能になるよう

指導員のスキルアップに努めたい

2 通学後の小学校と密に連携を取れる流れを構築したい

3
なにかある前に対処できるよう、より連携がとれるような

体制構築を心掛けたい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
体制や、実施が条件的に可能なのかなど含め検討して

いきたい

2
活動部屋の住み分けや時間の区別化を元に安全に過ごす

環境構成をしている

3
利用児の調整や曜日別などにより、未就学児が過ごせる

環境構成を工夫できればと考えている

少人数によるフォロー体制 該当児からのリアクションをタイムリーに支援に活かしている

就学に向けた取り組みがある
就学後の学習取り組みの導入や、就学後の通所に向けての

環境整備を前もって保護者と共有している

保護者と事業所間の連携が密にとれる
保護者のニーズや要望を受けた際、タイムラグを最低限に

した対応が出来る

環境的に未就学児の利用が少ない 就学児の割合が多いため、新たな利用児の在籍ができない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

少人数の為集団活動が難しい 他事業所と合同で交流会などが実施できると良い

就学児の割合が多く、午後利用児の活動が限定的になって

しまう
年齢差や活動差のため、安全確保のため差別化を図っている

2026年　2月　2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　5月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ラパン

○保護者評価実施期間
2026年　2月　2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


